
2026年度　前期B方式入学試験問題

外 国 語

受験上の注意

※ 2 教科受験型です。受験する教科数に過不足があると判定しない場合があります
ので注意してください。

1． 受験票は、机の端の見える位置に置いてください。
2． 解答用紙はマークシート（解答用紙A）が 1枚、記述（解答用紙B）が 1枚です。
3． 試験監督者の指示により、氏名、入学試験種別、受験型、受験番号をマークシー
ト（解答用紙A）と解答用紙Bの指定された場所に必ず記入・マークしてく
ださい。

4． 試験開始の合図があるまで、この問題用紙の中を見てはいけません。
5． 試験開始後は、試験終了まで退室できません。
6． 用件のある場合は、手を挙げてください。
7． 解答は、マークシート（解答用紙A）と解答用紙Bのそれぞれ指定された解
答欄に記入・マークしてください。

8． マークシート（解答用紙A）の記入上の注意
（ア） マークシート（解答用紙A）の解答欄は 1 ～ 20まで使用します。
（イ） マークシート（解答用紙A）に、正しく記入・マークされていない場合は、

採点できないことがあります。
（ウ） マークは、鉛筆もしくはシャープペンで、ていねいにマークしてください。
　　また、訂正の場合は消しゴムで完全に消してください。
（エ） 解答は、マークシート（解答用紙A）に記載のマーク例を参考に解答欄に

マークしてください。例えば10と表示のある問いに対して 3と解答する場
合は、次の（例）のように解答番号 10の解答欄の　 にマークしてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （例）
9． 問題用紙は持ち帰ってください。
10． 解答用紙Bの※印の欄には記入しないでください。
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解答
番号 解 答 欄

10 　 　 　 　 　1 2 3 4 5

72

◆建築学科／建築専攻（文系型）
◆建築学科／インテリアデザイン専攻（文系型）
◆建築学科／かおりデザイン専攻（文系型）
◆建築学科／都市空間インフラ専攻（文系型）
◆情報デザイン学科（文系型）
◆総合情報学科（文系型）

文系型受験

省略（注）の箇所は、著作権の都合上省略しています。



（問題は次ページからです。）

注意）

［Ⅰ］から［Ⅲ］では、問題文の中の 　　　   内の数字は、その設問の解答を記入する番号を示

している。解答用紙Ａの該当する解答番号の解答欄にその設問の解答をマークすること。

例）　…　その番号をマークしなさい。解答番号は 　　　   。

→解答番号25の解答欄にその設問の解答をマーク。

［Ⅳ］から［Ⅵ］では、解答用紙Ｂの該当する解答番号の解答欄にその設問の解答を記述する

こと。

25

 ［Ⅰ］ 次の英文を読んで、設問に答えなさい。

Have  you  ever  felt  like  you  don’t  matter?   That  you  exist  in  a  world  

that  doesn’t  see  you?

Everywhere  I  go,  I  meet  people  who  tell  me  they’re  struggling  to  be  

accepted  as  themselves,  whether  it’s  at  school,  at  work,  or  inside  a  larger  

community.   They  describe  the  self-consciousness  that  comes  with  feeling  

like  you  don’t  belong  in  the  space  you’re  in.   It’s  
（1）

something  I’ve  known  

and  lived  with  much  of  my  life.

Most  of  my  earliest  memories  of  feeling  different  have  nothing  to  do  

with  being  Black.   In  the  neighborhood  where  I  was  raised,  the  
（2）
（　　　　）  

of  my  skin  was  basically  unremarkable.   I  went  to  school  with  a  mix  of  

kids,  from  a  mix  of  backgrounds,  and  something  about  the  mix  seemed  to  

create  more  space  for  who  we  all  were.

But  still,  I  was  tall.   And  tall  became  something  to  contend  with.   Tall  

stood  out.   “Tall”  became  the  label  that  got  attached  to  me  first,  and  it  

stuck  with  me  right  through.   It  was  not  something  I  could  shake,  not  

something  I  could  hide  about  myself.   I  showed  up  tall  for  the  first  day  

of  kindergarten  and  grew  steadily  from  there,  topping  out  at  where  I  am  

now  ̶  five  foot  eleven  inches  ̶  around  the  age  of  sixteen.

In  elementary  school,  I  dreaded  the  teacher’s  inevitable  call  any  

time  we  headed  out  for  recess,  had  a  fire  drill,  or  got  ready  for  a  school  

performance:  “Okay,  kids,  line  yourselves  up  by  
（3）
（　　　　）!”   The  order  

was  implied:  small  first,  tall  last.

Though  I  know  my  teachers  didn’t  intend  
（4）

it  this  way,  these  callouts  

added  to  the  awkwardness  I  was  already  feeling,  as  if  I  were  being  publicly  

assigned  to  the  peripheries.   
（5）

I  couldn’t  help  but  hear  the  message  as  You  

belong  on  the  outside.   It  created  a  small  wound  in  me,  the  tiniest  kernel  

of  self-loathing  that  would  keep  me  from  embracing  my  strengths.   As  the  

tall  kid,  I  was  relegated  to  the  back  of  most  groups,  singing  from  the  last  

row  of  the  third-grade  chorus.   I  was  always  bringing  up  the  rear.   The  
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省略（注）



attention  given  to  my  height  brought  about  
（6）

a  new  self-consciousness  in  

me,  a  slight  sense  of  otherness.   There  were  times  when  I’d  cross  a  room  

fully  steeped  in  my  own  awkwardness,  my  mind  fixed  on  one  thought:  I’m  

the  tall  girl,  headed  to  the  back  of  the  line.

I  can  see  now  that  I  was  actually  delivering  myself  two  thoughts  at  

once,  
（7）

two  messages  that  when  combined  became  especially  poisonous:  I  

stand  out.   And  I  don’t  matter.

出典：Michelle  Obama,  The  Light  We  Carry:  Overcoming  in  Uncertain  Times  （Viking,  2022）,  pp. 89-91.  

（一部改変）

注）　topping  out　最高に達する　　recess　休み時間　　 　防火訓練

　 　callouts　呼び出し　　peripheries　周縁部　　kernel　中心部、核心

　 　relegated　追いやられた、所属させられた

　 　bringing  up  the  rear　しんがりをつとめて　　steeped　どっぷりつかって

設問

１．下線部（１）の具体的な意味内容として最も適切なものを　 －　 の中からひとつ選び、

その番号をマークしなさい。解答番号は 　　　   。

　   どこに行っても、会う人が共通してもっている感覚

　   なんとか受け入れてもらうおうと奮闘する自意識

　    学校であろうと、仕事場であろうと、もっと大きなコミュニティであろうと、いつも

受け入れてもらえているという自意識

　   今いる空間に属していないような感覚をともなう自意識          

　   自分自身でも了解しているし、長いあいだ抱えこんで生きてきた感情

２．下線部（２）の空所に入れる語として最も適切なものを　 －　 の中からひとつ選び、そ

の番号をマークしなさい。解答番号は 　　　   。

　   color 　   condition 　   texture 　   fairness 　   care

３．下線部（３）の空所に入れる語として最も適切なものを　 －　 の中からひとつ選び、そ

の番号をマークしなさい。解答番号は 　　　   。

　   tall 　   length 　   height 　   strength 　   high

４．下線部（４）の具体的な意味内容として最も適切なものを　 －　 の中からひとつ選び、

その番号をマークしなさい。解答番号は 　　　   。

　   先生の命令は絶対であったということ

　   背の高さがすべての判断基準とされていたこと

　   先生の命令は恐ろしいものであったということ

　   不変の順番に暗黙のうちに従っていたということ

　   背の低い子が最初、背の高い子は最後であったということ
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省略（注）



８．本文の内容と一致するものを　 －　 の中からひとつ選び、その番号をマークしなさい。

解答番号は 　　　   。

　   ミシェル・オバマは自分が黒人であることを片時も忘れることがなかった。

　    ミシェル・オバマにとって、自分の身長はいつも張り付いていて剝がれないラベルの

ようなものだった。

　   ミシェル・オバマは、幼稚園の頃はたいして目をひくような存在ではなかった。

　   ミシェル・オバマは、いつもみんなの後ろにいたというわけではなかった。

　   ミシェル・オバマは、いまでも自分の身長のことを思い悩んでいる。

1 5
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５．下線部（５）の和訳として最も適切なものを　 －　 の中からひとつ選び、その番号をマー

クしなさい。解答番号は 　　　   。

　    わたしにはどうしようもなかったのだが、「あなたは外部に属しているのだ」という

メッセージが聞こえてきた。

　    わたしは「あなたは外部にいるべきだ」というメッセージとして耳にせざるを得なかった。

　    わたしは助けることができなかったが、そのメッセージを「あなたは外部に属してい

るのだ」と聞き入れることにした。

　    わたしがそのメッセージを「あなたは外部にいるべきだ」として聞き入れる以外に助け

となるものがなかった。        

　    わたしが助けられないのではなくて、そのメッセージが「あなたは外部に属している

のだ」と耳に聞こえてきた。

６．下線部（６）の具体的な意味内容として最も適切なものを　 －　 の中からひとつ選び、

その番号をマークしなさい。解答番号は 　　　   。

　   自己嫌悪の感覚

　   自分の身長に対する注意

　   自分自身という存在に対する感覚

　   よその者であるというかすかな感覚

　   最後尾が自分のいるべき場所であるという感覚

７．下線部（７）の具体的な意味内容として最も適切なものを　 －　 の中からひとつ選び、

その番号をマークしなさい。解答番号は 　　　   。

　   「自分はめだっている」と「自分はとるに足りない」

　   「わたしは立っている」と「わたしは問題になっている」          

　   「自分は外にいる」と「自分は問題を起こしている」

　   「わたしは外に立っている」と「わたしは問題をかかえている」          

　   「自分は自立している」と「自分は重要な存在ではない」          
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４．下線部（４）の空所に入れる語句として最も適切なものを　 －　 の中からひとつ選び、

その番号をマークしなさい。解答番号は 　　　   。

　   I  wait  for  one  hour 　   I  walk  to  the  park 　   I  go  shopping

　   I  am  on  a  bus 　   I  enjoy  walking  in  the  park

５．下線部（５）の空所に入れる語句として最も適切なものを　 －　 の中からひとつ選び、

その番号をマークしなさい。解答番号は 　　　   。

　   Was  it  close  to  a  national  museum? 　

　   Is  it  a  nice  park? 　   Is  it  a  good  idea  to  wait  for  two  hours?

　   Is  it  on  the  way  to  the  park?
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 ［Ⅱ］ 次の対話文を読んで、設問に答えなさい。

Going  to  the  park

A  :   Excuse  me.   Do  you  know  which  bus  I  should  take  to  the  Yoyogi  Park?

B  :   You  don’t  need  to  take  a  bus.   You  can  
（1）
（　　　　）.

A  :   
（2）
（　　　　）  How  long  dose  it  take?

B  :   Only  about  five  minutes.   Just  go  straight  and  turn  left  at  the  next  

corner  and  go  two  blocks.   Then,  
（3）
（　　　　）.   The  park  will  not  open  

for  another  hour,  though.

A  :   So,  is  there  any  coffee  shop  near  here?    While  
（4）
（　　　　）,  I  will  drink  

a  cup  of  coffee  and  eat  some  sandwich.

B  :   Well,  if  you  go  straight,  you  will  find  a  coffee  shop  at  the  next  corner.  

A  :   
（5）
（　　　　）

B  :   Yes,  it  is!

A  :   Thank  you.

設問

１．下線部（１）の空所に入れる語句として最も適切なものを　 －　 の中からひとつ選び、

その番号をマークしなさい。解答番号は 　　　   。

　   go  there  by  taxi 　   take  a  train 　   walk  there  easily

　   go  there  by  bus 　   enter  for  free

２．下線部（２）の空所に入れる語句として最も適切なものを　 －　 の中からひとつ選び、

その番号をマークしなさい。解答番号は 　　　   。

　   Really? 　   Indeed. 　   Yes,  it  is.

　   By  the  way. 　   What  do  you  say?

３．下線部（３）の空所に入れる語句として最も適切なものを　 －　 の中からひとつ選び、

その番号をマークしなさい。解答番号は 　　　   。

　 　   you  will  see  the  entrance  of  the  park

　   you  will  meet  my  friend 　   you  can  enter  a  national  museum          
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 ［Ⅳ］ 次の英文を読んで、設問に答えなさい。

You  have  to  live  on  this  twenty-four  hours  of  daily  time.   Out  of  it  you  

have  to  spin  health,  pleasure,  money,  content,  respect,  and  the  evolution  

of  your  immortal  soul.   Its  right  use,  its  most  effective  use,  is  a  matter  

of  the  highest  urgency  and  of  the  most  thrilling  actuality.   All  depends  on  

that.   Your  happiness  depends  on  
（1）

that.   Strange  that  the  newspapers,  so  

enterprising  and  up-to-date  as  they  are,  are  not  full  of  “How  to  live  

on  a  given  income  of  time,”  
（2）
（　　　　）  of  “How  to  live  on  a  given  income  

of  money”!   
（3）

Money  is  far  commoner  than  time.   When  one  reflects,  one  

perceives  that  money  is  just  about  the  commonest  thing  there  is.   It  encumbers  

the  earth  in  gross  heaps.

出典：Arnold  Bennett,  How  to  Live  on  24  Hours  a  Day  （St.  Martin’s,  2020）,  pp. 5-6.（一部改変）

注）　urgency　緊急　　actuality　現実性　　enterprising　率先して取り組む

　 　encumbers　妨げる、ふさぐ　　in  gross  heaps　膨大に

設問

１．下線部（１）の具体的な意味内容を日本語で答えなさい。

２．下線部（２）が「～のかわりに」という意味になるように空所に英単語一語を入れなさい。

３．下線部（３）を和訳しなさい。

 ［Ⅲ］ 日本文の意味になるように（　　　）の語句を並べ替えると、不足するものがある。不

足する語句として最も適切なものを　 －　 の中からひとつ選び、その番号をマークし

なさい。文頭に来る語も小文字で示してある。

１．花子の母親は子どもの頃、しばらくの間フランスに住んでいた。解答番号は 　　　   。

Hanako’s  mother  （for  /  lived  /  a  /  when  /  in  /  France）  she  was  a  child.

　   often 　   while 　   time 　   past 　   twice

２．メアリーは調査データで自分の主要な考えを裏付けた。解答番号は 　　　   。

Mary  （her  /  up  /  ideas  /  with  /  from  /  data  /  main）  research.  

　   had 　   turned 　   called 　   backed 　   suggested

３．先週、激しい嵐が名古屋市に多大な被害をもたらした。解答番号は 　　　   。

（a  /  Nagoya  /  lot  /  storm  /  did  /  of  /  in  /  City  /  a  /  heavy）  last  week.

　   　   harm 　   break 　   　   prevent

４．このバスケットボールはあるプロのバスケットボール選手から私に与えられた。

　　解答番号は 　　　   。

This  basketball  （professional  /  to  /  a  /  by  /  basketball  /  was  /  me）  player.

　   give 　   gives 　   gave 　   given 　   giving

５．ジョンはベッドルームの床にネズミがいるのを見て悲鳴を上げた。解答番号は 　　　   。

John  （ ）.  

　   decorated 　   pretended 　   escaped 　   compared 　   screamed

６．ジョンは物語を書くことがとても得意だ。解答番号は 　　　   。

（good  /  is  /  very  /  John  /  stories  /  at）.  

　   writing 　   write 　   to  write 　   wrote 　   written

７．ジョンと彼の妹は皿洗いが誰の番かについて口論をした。解答番号は 　　　   。

John  and  his  sister  （whose  /  had  /  was  /  about  /  dishes  /  turn  /  to  /  

the  /  wash  /  it  /  an）.

　   argued 　   argument 　   had  argued

　   have  been  argued 　   was  argued
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省略（注）



 ［Ⅴ］ 日本文の意味を表すように英文の空所に適切な一語を入れなさい。

１．宿題を手伝ってくれますか？

（　１　）  you  help  me  （　２　）  my  homework?

２．すぐに部屋の掃除をはじめなさい。

Start  （　１　）  your  room  right  （　２　）.

 ［Ⅵ］ 次の日本文を解答欄の（　　　）にあうように英訳しなさい。

その男は警察官を見るやいなや逃げ出した。

The  man  （　　　）  away  （　　　）（　　　）（　　　）  he  （　　　）
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